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おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

『おかげ横丁 ひなまつり』
女の子の成長を祝い、平安貴族のように優雅で美しく育つようにとの願いを込めて、美しい衣装を

着せた人形を飾る「ひなまつり」。女性にとってはいくつになっても心弾む、年に一度の特別な日

です。春の佳き日に、皆様で願いを込めてお祝いしましょう。

日時／2月18日（土）〜3月3日（金）　10：00〜17：00（催しによって異なる）

場所／おかげ横丁一帯

お雛さまに大変身【予約優先】

十二単風の衣装と束帯衣装を着てお雛様やお内裏様のように記念撮影していただきます。

日　時／2月18日（土）～3月3日（金）10：00～17：00

場　所／伊勢路名産味の館2階「大黒ホール」

料　金／1,000円（税込）※レンタル衣装と着付け代含む。

旧家に伝わるお雛様とつるし雛飾り

旧家に代々伝わる雛人形と手作りのつるし雛を展示します。

時代によって異なる様々な雛人形をお楽しみください。

日　時／2月18日（土）～3月3日（金）10：00～17：00

場　所／伊勢路名産味の館2階「大黒ホール」

お問い合わせ／おかげ横丁総合案内「おみやげや」電話0596-23-8838

『伊勢西国三十三所巡り総集編』
もう一つのお伊勢参り、伊勢鳥羽方面から桑名いなべ方面まで全部回られた千種先生にそれぞれの

お寺の建物や仏像、ご住職のお人柄までいろいろとお伺いしてきました。神仏習合が当たり前の時代、

伊勢神宮という圧倒的な存在を中心としてより大勢の人が幸せになれるように、宗教を越えての

協力体制といえましょう。講座が長期間でしたので、その後に新しい事実や追加するべき歴史など

が出てきました。今回は総集編として、全体を見渡した場合のひと味違った見方も加えながらの

講座です。

と　き／2月24日（金）13:30～15:00

講　師／千種　清美（文筆家・皇學館大学非常勤講師）

参加費／一般 1,400円　会員 900円

場　所／五十鈴塾右王舎

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話0596-20-8251

『五十鈴茶屋節気菓子』

「源氏物語」の中にもその名が見受けられる椿餅です。

桂皮（けいひ：シナモン）が香る道明寺でこし餡を包み、椿の葉で挟み

ました。ほのかな香りをお楽しみください。

寒い中にも、春の訪れを告げる梅の花の頃です。

薄紅色のかるかんで白小豆を散らした羊羹を巻きました。

あちらこちらで咲く、梅の花の情景が思い浮かばれます。 

温暖な気候の伊勢志摩地方では、年頭から菜の花が咲き始めます。

白餡のそぼろを菜の花色に染めて粒餡を包み、春景色を表現しました。菜の花

梅ごよみ

椿　餅 
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